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心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

世界へ発信！ 2 つのユネスコ遺産20

イベントカレンダー21

さわやかだより
コグニサイズで認知症予防！

17

　洞爺湖温泉恒例のイルミ
ネーショントンネルが、11
月から始まりました。家族連
れや観光客が大勢訪れ、色鮮
やかな光の下で記念撮影を楽
しんでいました。
イルミネーショントンネル

は来年４月27日まで行われま
す。

村上　千秋ちゃん                  
　　　 　　 

元気さん・麻美さん
９月25日生　入１区

毛利　奏太ちゃん                  
　　　

敏樹さん・しおりさん
９月19日生　虻４区

男 ………………………… 3,742人
女 ………………………… 4,363人
計 ………………………… 8,105人
世帯 …………………… 4,789世帯

（－19）
（－13）
（－32）
（－25）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜10月31日現在＞

年末年始のお知らせ３

4 洞爺湖町の令和５年を振り返る

消防だより19

６ 令和５年度上半期の財政状況

まちのわだい10

22 spotlight

東奔西走／今月のワンショット
言語聴覚士　梶原瑞穂さん

８ シリーズ行革！
次世代に負担を残さない！どうする？洞爺湖町！

みんなで目指そう！洞爺湖町の脱炭素社会16

洞爺湖温泉診療所から
診療時間と診療担当医変更のお知らせ

12 月４日（月）から診療時間と診療担当医が変更とな
ります。皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。
■問合せ
洞爺湖温泉診療所（☎73－2220）

■診療時間
月曜日～木曜日　11時～12時
金曜日　　　　　13時～14時

■診療担当医師
内　科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

午　前
(11時～12時)

岡本拓也 岡本拓也 岡本拓也 内藤昌明 ―

午　後
(13時～14時)

― ― ― ― 内藤昌明

広報とうやこ
電子版フルカラー化のお知らせ

　町ホームぺージや、電子書籍ポータルサイト「ホッカ
イドウイーブックス」に掲載している広報とうやこは今
年10月号からフルカラー化しました。
　写真やイラストもより鮮明になり、読みやすくなって
おりますのでぜひご利用ください。
■問合せ
企画財政課広報統計係（☎74－3004）

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
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水道の修理当番業者
期　日 当番業者 連絡先

12月31日(日) ゴウダ 76-5254
齊藤設備工業 75-2707

１月１日（月） 菖蒲設備 76-4566
ホッコ―建設運輸 76-3418

１月２日(火) ヒロセ配管設備 76-3617
大和設備 76-3197

１月３日(水) 齊藤設備工業 75-2707
菖蒲設備 76-4566

１月４日(木) ホッコ―建設運輸 76-3418
ヒロセ配管設備 76-3617

１月５日(金) 大和設備 76-3197
ゴウダ 76-5254

ごみの出し方

可燃ごみと生ごみの最終収集日可燃ごみと生ごみの最終収集日

メルトタワー21の体制メルトタワー21の体制

不燃ごみ・粗大ごみの最終収集日不燃ごみ・粗大ごみの最終収集日

12月31日（日）
８時30分～16時30分
１月１日（月）～３日（水）
10時～14時30分
問合せ
☎0143-50-2160

12月30日（土） 虻田、洞爺湖温泉、
月浦、花和地区

12月25日（月） 虻田地区

12月15日（金） 洞爺湖温泉、月浦、
花和地区

粗大 12月 21日（木） 洞爺地区
■問合せ
生活環境課（☎74-3006）

12月31日 　   ～１月３日 収集なし（日） （水）

※午前８時までにごみステーションに出してください。

●虻田地区コミュニティバス
12 月 30日（土）～３日（水）
●花和地区コミュニティタクシー
運休はありません
●洞爺地区コミュニティバス
１月 1日（月）、2日 (火)
●買い物支援バス
１月 2日 (火)
※ 12月 29日（金）に
　 追加運行します。

洞爺湖町コミュニティバス・
タクシー・買い物支援バス運休日

し尿収集の申込はお早めに
通常申し込みから 10 日以内にし尿収集

に伺いますが、年末年始は混雑しますので、
余裕をもって申し込みしてください。12月
20日（水）までの申し込みは、年内中に行
う予定で、年明けは１月 9日（火）から始
めます。
◆冬期間のし尿収集
冬期間、積雪や寒冷のため収集作業に支障

をきたすことがあります。円滑に収集できる
よう、除雪や凍結防止にご協力ください。
◆し尿処理料金について
し尿収集が終わりましたら、その場で委

託収集業者に現金で納めるか、不在の場合
などは、後日郵送される納付書により、金
融機関で納めてください。し尿処理料を納
め忘れた場合、し尿収集することができな
い場合がありますので、ご注意ください。
■問合せ 生活環境課（☎ 74-3006）／洞
爺湖温泉支所（☎ 75-2281）／洞爺総合支
所／（☎ 82-5111）

年末年始のし尿収集（汲み取り）のお願い

　役場本庁舎、洞爺総合支所、洞爺湖
温泉支所は、12月29日(金)～１月８日
(月)まで閉庁します。１月５日(金)は一
部の窓口を開設します。詳細は13㌻を
ご覧ください。
　年末年始の戸籍の届出などは、本庁
舎で当直員が受け付けます。　

町の業務

年末年始の年末年始の
お知らせお知らせ

主　な　施　設
12月 １月

29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 4日 5日 ６日
（金）（土）（日）（月）（火）（水）（木）（金）（土）

社
会
教
育
施
設

虻田ふれ合いセンター
洞爺総合センター
入江・高砂貝塚館
あぶた体育館

● ● ● ● ● ● ●

あぶた母と子の館 ● ● ● ● ● ● ● ●
読
書
の
家

あぶた読書の家
みずうみ読書の家 ● ● ● ● ● ● ●

そ
の
他

とうや水の駅 ● ● ● ● ● ●
道の駅あぷた ● ● ● ● ● ● ●
道の駅とうや湖 ● ● ● ● ● ● ● ●
観光情報センター ● ● ● ●
洞爺ふれ愛センタートレーニング室 ● ● ● ● ● ● ● ●
虻田地区トレーニング室
（さぽーとステーションゆうあい内） ● ● ● ● ● ●
いこいの家 ● ●● … 休業

　水道凍結や上下水道
のトラブルは町内指定
業者に直接電話連絡し、
修理を依頼してくださ
い。
　なお、町内業者に依
頼できない場合、町ホ
ームページに町外指定
業者一覧を掲載してい
ますので、そちらに依
頼してください。

■問合せ　
上下水道課（☎ 74-3008）

１月５日（金）～ 洞爺地区

１月４日（木）～ 虻田地区
※各地区の収集日をご確認ください

12月29日（金） 洞爺地区
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８８月月

1010月月
1111月月

９９月月

TOYAKOマンガ・アニメフェスタ2023（6/24～25）

第38回とうや冬まつり（2/19）

第36回北海道ツーデーマーチ（９/9～10）

北海道トライアスロン2023（8/20）

1日～31日
7日～9日

20日
25日～28日

札幌市で洞爺湖町フェア開催
姉妹都市・神奈川県箱根町との交流
で箱根町の中学生が来町
北海道トライアスロン2023開催
友好都市・香川県三豊市との交流で
三豊市の小学生が来町

2日
5日
9～10日
12日

12日～17日

有珠山火山噴火総合防災訓練実施
洞爺湖有珠山ジオパーク再認定決定
第36回北海道ツーデーマーチ開催
洞爺湖温泉の降水量が観測史上最大
を記録
2023アジアベンチプレス大会

1日
19日～11月30日

洞爺湖町役場機構改革
芸術館にて石井千晶銅版画展「風の
記憶」開催

3日 洞爺湖町表彰式挙行

2023アジアベンチプレス大会

第13回とうや湖縄文まつり（7/16～17）



１１月月
２２月月

４４月月

５５月月
６６月月

３３月月

77月月
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洞爺湖町の令和５年は、洞爺湖マラソンのフルマラソン復活
や洞爺産業まつりの復活など、にぎやかな一年になりました。
　町で起きたこの一年間の主な出来事を紹介します。

（11月30日現在）

洞爺湖町洞爺湖町洞爺湖町のの

5年を振り返る振り返る令
和
令
和

TOYAKOマンガ・アニメフェスタ2023（6/24～25）

第38回とうや冬まつり（2/19）

第49回洞爺湖マラソン2023

（5/21）

13日 洞爺湖町ゼロカーボンシティ宣言

3日～12日
19日
25日

洞爺湖温泉冬花火
第38回とうや冬まつり
Ｇ7ゼロカーボンミーティングin洞
爺湖

26日 TOYAKO縄文ガイドの会発足

20日

23日
28日～10月31日

西山山麓火口散策路の新ルート「旧
国道ルート」開通
洞爺湖町議会議員選挙
ロングラン花火大会スタート

21日 第49回洞爺湖マラソン2023開催

24～25日 TOYAKOマンガ・アニメフェスタ
2023開催

2日
3日、8日

8日～12日
16～17日
31日～8月2日

第44回洞爺産業まつり
道内で大量発生したオオズワイガニ
の即売会
ジオパーク再認定審査
第13回とうや湖縄文まつり
姉妹都市・神奈川県箱根町との交流
で中学生が箱根町を訪問

道内で大量発生したオオズワイガニ

ロングラン花火大会スタート



令和　　年度上半期
　
　
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど

　
　
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
ど
の

よ
う
な
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

か
、
町
財
政
の
運
営
状
況
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
5
年
度
上
半

期
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）
の

予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
予
算
現
在
額
80
億
５
９
０
０
万

円
に
対
し
、
歳
入
48
・
2
％
、
歳

出
40
・
0
％
の
執
行
率
で
す
。

　
予
算
現
在
額
12
億
４
７
５
５
万

円
に
対
し
、
歳
入
35
・
6
％
、
歳

出
39
・
0
％
の
執
行
率
で
す
。
保

険
給
付
費
が
歳
入
を
上
回
っ
て
お

り
、
こ
の
歳
入
不
足
を
会
計
間
の

運
用
で
賄
い
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
12
億
４
１
２
９
万

円
に
対
し
、
歳
入
43
・
7
％
、
歳

出
39
・
4
％
の
執
行
率
で
す
。

　
予
算
現
在
額
１
億
８
７
５
６
万

円
に
対
し
、
歳
入
28
・
3
％
、
歳

出
26
・
9
％
の
執
行
率
で
す
。

■問合せ
企画財政課財政係（☎ 74-3004）

財 政 状 況

 財政調整基金 125,631

 減債基金 15,083

 観光開発基金 11,553

 公営住宅建設および維持管理基金 1,053

 国営畑地かんがい排水事業振興基金 7,024

 畑地かんがい事業基金 3,229

 みんなの基金 14,597

 合併地域振興基金 83,510

 洞爺地域ふれあい振興基金 1,070

 公共施設等整備基金 40,812

 森林環境譲与税基金 70

 育英資金等教育振興基金 9,924

 町営住宅敷金の基金 4,206

 国民健康保険給付費支払準備基金 3,011

 介護保険給付費支払準備基金 4,571

 備荒資金組合積立金 61,144

合　計 386,488

一般会計 国保特別
会計

下水特別
会計 合　計

一時借入金
現在高及び
基金運用額

0 0 0 0

●基金の現在高

●一時借入金の状況

各種交付金（1億4571万円／2億5380万円）57.4％

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

■
介
護
保
険
特
別
会
計

一
般
会
計

特
別
会
計
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皆

科目名（収入済額／予算額）収入率 （単位：万円）

（単位：万円）

地方交付税（22億7369万円／34億9274万円）65.1％

総額（38億8762万円／80億5900万円）48.2％

国庫支出金（2億1824万円／5億5090万円）39.6％

繰入金（0円／3億865万円）0％

寄付金（7391万円／２億4175万円）30.6％

使用料及び手数料（9057万円／2億988万円）43.2％

地方譲与税（2068万円／7100万円）29.1％

歳入●一般会計

5 の

町債（０円／9億6497万円）０％

諸収入（1192万円／6379万円）18.7％

町税（6億5244万円／11億5550万円）56.5％

繰越金（2億6597万円／2億6597万円）100％

財産収入（1402万円／2987万円）46.9％

分担金及び負担金（1888万円／5833万円）32.4％

道支出金（7929万円／3億3866万円）23.4％

繰越明許費（2193万円／5220万円）42.0％

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計



歳出

●特別会計

●地方債の状況
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民生費（5億1710万円／16億463万円）32.2％

土木費（3億6410万円／8億9297万円）40.8％

議会費（2923万円／5905万円）49.5％

給与費（5億2702万円／11億2744万円）46.7％

消防費（1億5653円／3億2512万円）48.1％

総務費（2億4125万円／7億5178万円）32.1％

衛生費（4億27万円／11億3495万円）35.3％

商工費（1億5822万円／3億1314万円）50.5％

公債費（4億2806万円／9億5296万円）44.9％

農林水産業費（3822万円／1億7822万円）21.4％

科目名（支出済額／予算額）執行率

（単位：万円／％）

（単位：万円）

区　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収入 29,636 9,831 33.2

支出 29,636 5,714 19.3

資本的
収入 12,016 0 0.0

支出 20,043 4,808 24.0

●水道事業会計 （単位：万円／％）

区　分 予算現額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険
特別会計 124,755 44,438 35.6 48,673 39.0

介護保険
特別会計 124,129 54,252 43.7 48,937 39.4

後期高齢者医療
特別会計 18,756 5,317 28.3 5,040 26.9

合　計 267,639 104,007 38.9 102,650 38.4

区　分 前年度末残高 償還額 現在高
一般会計 841,436 40,780 800,657

水道事業会計 106,784 3,998 102,786
簡易水道
事業会計 39,426 2,105 37,321

公共下水道
事業会計 198,990 9,886 189,104

合　計 1,186,637 56,769 1,129,868

●一般会計

～用語解説～
【一時借入金・基金運用】
　一時借入金は、経理資金が不足するときに一時
的に銀行などから借り入れ、年度内に償還するお
金です。
　近年は利子の軽減を図るため、銀行などよりも
利息の低い基金（町の貯金）から一時的に借り入
れを行います。

【会計間運用】
　全ての会計の歳入歳出に係る現金のことを歳計
現金といい、地方公共団体は、この歳計現金の中
でやりくりをしながら支払いをします。したがっ
て、年度内で、ある会計に現金が不足した場合は、
現金のある会計から無い会計に運用し支払いをし
ます。このことを会計間運用といいます。

【地方債】
　地方債は、投資的事業（道路の整備、公共施設
の建設など）に充てるために借り入れ、年度を越
えて償還するものです。

現金のある会計から無い会計に運用し支払いをし

　地方債は、投資的事業（道路の整備、公共施設
の建設など）に充てるために借り入れ、年度を越
えて償還するものです。

労働費（300万円／320万円）93.8％

繰越明許費（3070万円／5220万円）58.8％

新型コロナウイルス感染症対策費（1億761万円／1億2396万円）86.8％

教育費（2億2017万円／5億1877万円）42.4％

予備費（0円／2062万円）0％

総額（32億2148万円／80億5900万円）40.0％
区　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収入 8,680 3,969 45.7

支出 8,680 1,609 18.5

資本的
収入 4,041 1,500 37.1

支出 6,049 2,105 34.8

●簡易水道事業会計 （単位：万円／％）

区　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収入 58,804 22,106 37.6

支出 58,804 10,708 18.2

資本的
収入 56,240 8,560 15.2

支出 66,217 10,126 15.3

●公共下水道事業会計 （単位：万円／％）
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■問合せ　企画財政課行財政改革推進室（☎ 74-3004）

次世代に負担を残さない！

どうする？洞爺湖町！
シリーズシリーズ
行革！行革！

シリーズ７回目のテーマは自主財源・ふるさと納税の使い道です！
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自主財源は何のために必要なのか。これまでをおさらいして、あらためて行財政改革の必要性を考えてみましょう。

行財政改革はなぜ必要なのか？

人口減少
・担い手不足
・町税や地方交付
税の減少
・行き届かないサー
ビス

公共施設の老朽化
・莫大な補修費
・一人当たりの公共施設
床面積は全国自治体平
均よりも多い

▼
必要な見直しを行いながら、自主財源を
いかに増やすかが大事！

ふるさと納税 企業連携 遊休施設売却

そのために強化するのは…

まちを元気に維持するには…

現
在

未
来

▼

行財政改革の目指す姿

持続可能な行財政運営
体制が構築
・デジタルの活用
・民間ノウハウの活用

地域経済が活性化
・担い手の育成
・特産品の開発
・新産業の開発

財政基盤が安定
・サービスの向上
・事業の充実
・町の存続

町民の安全・安心
生活が向上
・出産子育て支援
・生活支援体制整備

財源がなくて必要な事業を実施できない
ことがないように、自主財源を確保して
住みよいまちづくりを進めなくてはいけ
ません。

▼

自主財源確保のために、昨年の８月からふるさと納税専門
係を立ち上げ、特産品や町のＰＲに努めています。
ふるさと納税の受け入れ額が増加すると、下記のイメージ
のとおり町の事業に活用できるほか、事業者や町民のみな
さんにとってもたくさんのメリットがあります。

ふるさと納税とは？
町外に居住している人が生まれ育った町や応援したい町に
寄付すると、税金の一部が還元されたり、特産品がもらえ
る地域応援の取り組みです。

①洞爺湖町
歳入増加・町の魅力発信

②事業者
売上ＵＰ
品質の向上
モチベーションＵＰ

③地域
課題解決
地域還元

企業応援

新商品の開発

町のファン
移住者の増加
町のファン

関係人口の増加
観光旅行者の増加

新商品の開発新商品の開発

財源を地域で循環させるこ
とで町が元気になり、魅力
的な町として移住者が増え
る要因となります

事業者も
元気に！

町が元気に！ふるさと納税
人気No.1
とうもろこし

人気No.2
塩水ウニ

人気No.3
旅行券

行 政 視 点 町 民 視 点
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寄付者の声声 寄付者のみなさんから応援のメッセージをいただいています

小学生の時に洞爺湖の
牧場で遊んでいて今で
も覚えています。
自然豊かな洞爺湖町の
ために役立てていただ
けるとうれしいです。

とてもきれいな温泉街
でした。新しいお店も
できており、毎晩の花
火も見ごたえがありま
した。この自然と景観
をぜひ守っていってほ
しいです。

将来の移住候補地とし
て応援しています！

夏の旅行で行きまし
た。素敵なところで家
族の思い出になりまし
た。応援しています。

▼ 良い特産品を届
ける

▼ 口コミ・ＳＮＳ
で拡散

▼ 間接的に町を
ＰＲ

リピーターの増加に
つながっています

活活 事事用 例
ふるさと納税

①保育料完全無償化
これまでは世帯の状況や所得などに応じて、０～２歳児ま
では保育料、３～５歳児は副食費を負担していただいてい
ましたが、令和５年４月１日より、保育所利用者負担額が
完全無償化となりました。

令和４年度事業費
5,657千円

ふるさと納税活用額
2,300千円▼

一時預かり保育利
用料・給食代もす
べて０円！

子どものインフルエンザの発病および重症化を予防する
ため、インフルエンザワクチンの接種率向上を目的とし、
中学生以下の保護者の負担軽減のため、予防接種費用の全
額を助成しています。

②子どもインフルエンザ予防接種

令和４年度事業費
1,129千円

ふるさと納税活用額
1,100千円▼

洞爺地区にはスーパーが無いため、生活に必要な買い物が
できるよう週１回、虻田地区までの買い物支援バスを運行
しています。
利用者も増加傾向にあり、皆さんの生活を支える大事な地
域交通となっています。

③買い物支援バス

令和４年度運行経費
2,586千円

ふるさと納税活用額
2,500千円▼

利用実績 運行日数 乗車人数
令和元年度 53回 1,643人
令和２年度 54回 2,048人
令和３年度 51回 1,964人
令和４年度 52回 2,099人

運行経費と寄付金
の活用
買い物支援バスの
費用は役場が負担！

事業費のほとんどにふるさと事業費のほとんどにふるさと
納税が活用されています！納税が活用されています！

利用者の声声
週に１回、みんなで買い物
に行くのが楽しみです！

洞爺湖町を応援してくれている町外の皆さんからのふる
さと納税で、町全体が豊かになっています。
町が豊かになると地域経済が循環し、施設の老朽化への対
応や高齢化社会、ニーズの多様化に合わせたまちづくりを
進めることができ、安定した財政基盤が構築されます。

７回にわたり行財政改革、洞爺湖町の現状についてお知ら
せしてきましたが、今月号で最終回です。安心でき、活気
的な町を残すためには皆さんの理解と協力が必要不可欠
です。今後もまちづくりへ積極的に参加いただき、洞爺湖
町一体となり、町を守っていきましょう。

これからのまちづくりのために―



予期せぬ災害に備えて
虻高一日防災教室

　
　
爺
地
区
で
草
刈
り
の
ボ
ラ
ン

　
　

テ
ィ
ア
を
行
っ
た
高
橋
建
設

（
高
橋
哲
也
社
長
）に
、
町
が
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
大
原
調
整
池
の
法
面
な

ど
約
４
５
０
０
平
方
㍍
の
草
刈
り
を

無
償
で
行
い
ま
し
た
。
２
０
０
８
年

か
ら
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
例
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
下
道
町
長
は
「
心
温
ま
る
支
援
で

あ
り
が
た
い
で
す
」
と
感
謝
し
、
高

橋
社
長
は
「
少
し
で
も
地
元
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
今
後
も
続
け

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

のわだい
まち

町の美化に尽力
高橋建設感謝状贈呈

　
　
田
高
校
（
千
葉
佳
貴
校
長
）
の

　
　
一
日
防
災
学
校
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
が
、
段
ボ
ー
ル
で
作
ら
れ

た
ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組

み
立
て
を
行
い
、
避
難
所
設
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
設
置

か
ら
取
り
掛
か
り
、
班
ご
と
に
協
力

し
て
組
み
立
て
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
ベ
ッ
ド
を
囲
ん
で
完
成
す

る
と
、
生
徒
が
寝
心
地
を
確
か
め
、

実
際
の
避
難
の
際
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
も
重
要
に
な
る
こ
と
な
ど
に

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

脳卒中を予防するために�
くじらん健康教室開催

下道町長から感謝状を受け取った高橋社長（右）下道町長から感謝状を受け取った高橋社長（右）

脳卒中の治療について説明を聞く参加者脳卒中の治療について説明を聞く参加者

虻

心象風景を表現
石井千晶銅版画展開催

　
　
立
室
蘭
総
合
病
院
（
髙
橋
典
之

　
　

病
院
長
）の
市
民
公
開
講
座

「
く
じ
ら
ん
健
康
教
室
」
が
役
場
防

災
研
修
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
脳
卒
中
を
テ
ー
マ
に
、
医
師
や

看
護
師
が
治
療
、
予
防
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま

る
、
破
れ
る
な
ど
で
脳
梗
塞
、
脳
出

血
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど
を
起
こ
す

病
気
で
、
迅
速
な
対
応
が
必
要
だ
と

説
明
。
そ
の
上
で
少
し
で
も
異
常
を

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん

で
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
　
版
画
家
石
井
千
晶
さ
ん
の
特
別

　
　
展
「
風
の
記
憶
」
が
10
月
19
日

～
11
月
30
日
の
間
、
洞
爺
湖
芸
術
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
芸
術
館
で
の
特
別
展
は
1
年
ぶ
り

で
あ
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
作
家
の
石
井
さ
ん
や
来

賓
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
展
示
場
所
に
は
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
、
石
井
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
に
込
め
た
思
い
な
ど
を
語

り
な
が
ら
、作
品
を
観
賞
し
ま
し
た
。

3
10

19
10

銅版画を観賞する来場者銅版画を観賞する来場者

段ボールベッドを組み立てる生徒段ボールベッドを組み立てる生徒

洞

市銅
6

10

3
10
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
爺
湖
温
泉
小
学
校
（
柴
田
暦
章

　
　
校
長
）
が
、
有
珠
山
噴
火
の
災

害
で
命
を
失
っ
た
児
童
を
悼
み
、
防

災
減
災
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
防
災
教

室
・
慰
霊
の
日
」
を
行
い
ま
し
た
。

高
、
中
、
低
学
年
の
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
か
ら
噴

火
当
時
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
西
山
山

麓
火
口
散
策
路
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
地
震
で
階
段
状
に
な
っ
た
旧
国
道

や
、
噴
石
な
ど
で
破
壊
さ
れ
た
工

場
、
と
う
や
こ
幼
稚
園
な
ど
を
見
学

し
、
日
頃
の
噴
火
へ
の
供
え
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

防災の大切さを再確認�
温小防災教室・慰霊の日

　
　
田
町
消
防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団

　
　
で
61
年
間
に
渡
っ
て
活
動
し
た

寺
島
勉
さ
ん
が
、
北
海
道
消
防
協
会

栄
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
寺
島
さ
ん
は
１
９
６
２
年
７
月
に

虻
田
町
消
防
団
に
入
団
。
２
０
０
７

年
10
月
に
洞
爺
湖
消
防
団
団
長
に
就

任
す
る
な
ど
長
年
の
間
、
消
火
・
救

助
や
防
火
指
導
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
下
道
町
長
に
受
章
を
報
告
し
た
寺

島
さ
ん
は
「
友
和
と
団
結
を
考
え
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。
受
章
は
み
ん
な

の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
」
と
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。

消防団員を務めて60年以上
寺島勉団長が道消協栄光章

　
　
化
の
日
に
合
わ
せ
、
洞
爺
湖

　
　
町
総
合
文
化
祭
（
洞
爺
湖
町

文
化
団
体
協
議
会
主
催
）、
洞
爺

湖
町
民
文
化
祭
（
と
う
や
文
化
協

会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
総
合
文
化
祭
は
初
日

の
10
月
15
日
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
で
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
発
表
が

行
わ
れ
、
約
40
人
が
歌
謡
曲
や
演

歌
、
日
本
舞
踏
を
披
露
。
28
、
29

日
に
は
、
あ
ぶ
た
体
育
館
で
展
示

部
門
の
発
表
が
あ
り
、
野
菜
や
果

物
の
種
で
つ
く
ら
れ
た
絵
や
生
け

日頃の成果をお披露目
虻田、洞爺地区で文化祭開催

受章した寺島さん（中）と下道町長（左）、西胆振行受章した寺島さん（中）と下道町長（左）、西胆振行
政事務組合伊達消防署洞爺湖支署の結城支署長政事務組合伊達消防署洞爺湖支署の結城支署長噴石で破壊されたとうやこ幼稚園を見学する児童噴石で破壊されたとうやこ幼稚園を見学する児童

虻

文

洞

15～
10

24
10

洞爺湖町総合文化祭の展示物洞爺湖町総合文化祭の展示物

23
10

ダンスなどが披露された洞爺湖町民文化祭のダンスなどが披露された洞爺湖町民文化祭の
芸能部門の発表会芸能部門の発表会

花
な
ど
が
並
ん
だ
ほ
か
11
月
11
日

に
は
、
虻
田
吹
奏
楽
団
の
定
期
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
民
文
化
祭
は
、
11
月

３
～
５
日
に
展
示
部
門
が
行
わ

れ
、
絵
画
や
写
真
、
生
け
花
な
ど

こ
だ
わ
り
の
一
作
が
並
び
ま
し

た
。
ま
た
、
手
作
り
の
そ
ば
も
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。
23
日
に
は
芸
能

部
門
の
発
表
会
を
開
催
。
ダ
ン
ス

や
演
歌
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
来
場
者
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
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暮
ら
し お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な

ど
の
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら

「
〇
〇
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」

に
注
意
！

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る「
保
険
料

免
除
制
度
」「
納
付
猶
予
制
度（
50

歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
金
事
務
相
談
所
開
設
の
案
内

　
老
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し

て
欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

当
日
は
、
室
蘭
年
金
事
務
所
の
職

員
が
相
談
員
と
し
て
対
応
し
ま

す
。
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
室
蘭
年
金
事
務
所（
☎

０
１
４
３

－

50

－

１
０
０
４
）を

ダ
イ
ヤ
ル
し
、
音
声
案
内
に
従
っ

て「
１
」
番
を
選
択
後
、「
２
」
番

を
押
し
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　
令
和
６
年
２
月
１
日

（
木
）10
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
　
所　

洞
爺
湖
町
役
場

3
0
3
会
議
室

■
電
話
開
始
予
約
日　
令
和
６
年

１
月
４
日（
木
）

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室　

☎
0
1
4
3

－
50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
税

務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係（
☎
74

－

3
0
0
2
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ア
プ

リ
を
悪
用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
業
者
側
が
、
ネ
ッ

ト
通
販
で
購
入
さ
れ
た
商
品
を
一

飲
酒
運
転
の
根
絶

伊
達
警
察
署
か
ら

　
飲
酒
運
転
は
、
悪
質
、
危
険
な

犯
罪
で
す
。
飲
酒
は
安
全
運
転
に

必
要
な
情
報
処
理
能
力
、注
意
力
、

判
断
能
力
を
低
下
さ
せ
、
運
転
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
高
め

ま
す
。

　

１
人
ひ
と
り
が「
飲
酒
運
転
を

し
な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
、

そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
こ
と
を
強

く
意
識
し
て
、
社
会
全
体
で
飲
酒

運
転
を
根
絶
す
る
気
運
を
醸
成
し

ま
し
ょ
う
。

福
祉
灯
油
の
購
入
助
成
の

お
知
ら
せ

　
老
人
世
帯
、
重
度
心
身
障
害
者

世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
増
進
の
た
め
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
に
冬

期
採
暖
に
必
要
な
福
祉
灯
油
の
購

入
助
成
を
行
い
ま
す
。
次
の
条
件

の
全
て
に
該
当
し
、
購
入
助
成
を

希
望
す
る
世
帯
は
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象

　
令
和
５
年
11
月
現
在
で
町
内
に

住
所
が
あ
り
、
次
の
①
～
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
満
65
歳
以
上
の
人
が
世
帯
主
ま

た
は
世
帯
構
成
員
で
、
申
請
時
に

居
住
し
て
い
る
世
帯

②
下
記
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
が
世
帯
主
ま
た
は
同
居
す

る
世
帯

・
１
、２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

・
Ａ
ラ
ン
ク
の
療
育
手
帳

・
１
、２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

③
ひ
と
り
親
世
帯
で
18
歳
未
満
の

子
ど
も
を
扶
養
す
る
世
帯

■
問
合
せ　

伊
達
警
察
署（
☎
22

－
0
1
1
0
）

information

方
的
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
決
済
ア

プ
リ
で
返
金
す
る
と
称
し
て
お
金

を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

代
金
を
銀
行
振
込
に
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
返
金
は
決
済

ア
プ
リ
を
使
う
と
言
わ
れ
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
１
８
８
」
番
や
警
察
相
談
専

用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。（
出
典
・
独
立

行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

２
０
２
３
年
９
月
27
日
公
表
）

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係（
☎
74

－

3
0
0
5
）

を掲載しませんか広告に
　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

ととううややここ
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行
　
政

洞
爺
湖
町
が
各
事
業
所・
個
人

口
座
振
込
方
法
変
更

の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担

金
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　
洞
爺
湖
町
の
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
で
、
災
害
や
事
業
の
休
廃

止
・
失
業
な
ど
の
理
由
で
世
帯
収

入
が
減
少
し
、
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
で
支
払
う
医
療
費（
一
部
負

担
金
）
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
は
、
一
定
期
間
に
お
い
て

一
部
負
担
金
の
減
免
ま
た
は
徴
収

を
猶
予
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
国
民
健

康
保
険
係（
☎
74

－

3
0
0
２
）

年
末
年
始
の
窓
口
開
設
の

お
知
ら
せ

洞爺湖町二十歳のつどいのお知らせ洞爺湖町二十歳のつどいのお知らせ
洞爺湖町二十歳のつどいを開催します。
10月１日現在で町内に住所がある人は案内を送付
しています。
参加対象となる人で、町外に居住し、町外に住所
がある人は社会教育課までご連絡ください。

■日　時　 令和６年１月７日（日）受付14時、式典
14時30分、記念撮影15時15分
■場　所　洞爺湖町役場防災研修ホール
■対象者　平成15年４月２日～平成16年４月１日
までに生まれた洞爺湖町出身者または町内在住者
■問合せ　教育委員会社会教育課（☎74―3010）

■
申
請
期
限　
令
和
６
年
２
月
29

日（
木
）
ま
で

■
助
成
量　
１
世
帯
当
た
り
灯
油

１
０
０
㍑
分
の
灯
油
購
入
助
成
券

※
詳
細
は
12
月
号
の
回
覧
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
介
護
高
齢
課
介
護
保

健
係（
☎
74

－

3
0
0
１
）

　

洞
爺
湖
町
役
場
は
12
月
30
日

（
土
）か
ら
１
月
８
日（
月
）、
閉
庁

と
な
り
ま
す
。
閉
庁
期
間
中
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、
１
月
５
日

（
金
）
は
一
部
の
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

■
開
設
時
間　

１
月
５
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
開
設
箇
所　
本
庁
舎
住
民
税
務

課
・
会
計
課
、
総
合
支
所
地
域
振

興
課
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所

■
業
　
務　
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民

謄
抄
本
お
よ
び
印
鑑
証
明
の
発
行

業
務
、
住
民
異
動
届
出
の
受
付
業

務
、
税
の
証
明
業
務
、
収
納
業
務

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課（
☎
74

－

３
０
０
２
／
74

－

３
０
０
３
）

会
計
課（
☎
74

－

３
０
１
４
）地

域
振
興
課（
☎
82

－

５
１
１
１
）

温
泉
支
所（
☎
75

－

２
２
８
１
）

医
療
費
で
お
困
り
の
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
無
料
低
額
診
療
事
業
は
、
経
済

的
理
由
で
適
切
な
医
療
を
受
け
ら

れ
な
い
人
に
対
し
、
無
料
ま
た
は

低
額
で
診
療
を
行
う
事
業
で
す
。

■
減
免
金
額　
診
療
費
の
自
己
負

担
分
の
10
％
以
上
ま
た
は
全
額

■
実
施
機
関（
町
内
）　
洞
爺
協
会

病
院

■
利
用
方
法　
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
申
込
方
法

や
減
免
基
準
は
医
療
機
関
で
異
な

り
ま
す
）

■
問
合
せ　
洞
爺
協
会
病
院（
☎

74

－
２
５
５
５
）

胆
振
管
内
沖
合
海
域
で
の

さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
に
は

ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要
で
す

　
さ
く
ら
ま
す
資
源
の
保
護
を
図

る
た
め
、
胆
振
管
内
室
蘭
市
や
登

別
市
、
白
老
町
、
苫
小
牧
市
、
厚

真
町
、
む
か
わ
町
地
先
海
域
で
、

船
舶
を
使
用
し
て
釣
り
漁
法
に
よ

る
さ
く
ら
ま
す
の
採
捕
を
行
う
た

め
に
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
胆
振
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
事
務
局（
☎
0
1
4
3

－

24

－

9
8
1
2
）

　
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資

格
の
有
効
期
間
は
５
年
間
で
、
資

格
登
録
者
は
５
年
ご
と
に
資
格
登

録
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

更
新
対
象
者
に
は
、
更
新
実
施
案

内
や
申
込
書
な
ど
が
後
日
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
手
続
き

北
海
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
登
録
更
新

へ
支
払
う
代
金
や
料
金
な
ど
の
支

払
方
法（
口
座
振
込
）が
シ
ス
テ
ム

改
修
で
変
更
さ
れ
ま
す
。ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
点　
現
在
は
支
払
い
件
数

ご
と
に
担
当
課
名
で
振
り
込
ん
で

い
ま
す
が
、
変
更
後
は
口
座
振
込

名
義
で
金
額
を
合
算
し
、
１
件
と

し
て
振
り
込
み
ま
す
。

振
込
名
は
洞
爺
湖
町
会
計
課

（
ト
ウ
ヤ
コ
マ
チ
カ
イ
ケ
イ
カ
）

と
な
り
ま
す
。

※
現
在
、
洞
爺
湖
町
会
計
管
理
者

（
ト
ウ
ヤ
コ
チ
ョ
ウ
カ
イ
ケ
イ
カ

ン
リ
シ
ャ
）
名
で
振
り
込
ん
で
い

る
も
の
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
変
更
日　
令
和
６
年
１
月
19
日

支
払
分
よ
り

■
問
合
せ　
会
計
課
会
計
係
（
☎

74

－

3
0
1
4
）

）
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こととううやや No.33

暴風雪に遭遇した暴風雪に遭遇した
ときの対策ときの対策

相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

12
月
16
日（
土
）、
令

和
６
年
１
月
20
日（
土
）９
時
30
分

～
12
時

■
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
82

－

７
０
２
３　

担
当
河
合
）
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係（
☎
74

－

３
０
０
２
）

「
無
料
法
律
相
談
会
」

開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排
出

基
準
値（
０・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
５
年
７
月
28
日

■
測
定
結
果　
０
・０
０
０
５
６

ナ
ノ
グ
ラ
ム（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は

10
億
分
の
１
グ
ラ
ム
）

■
問
合
せ　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

（
２
号
炉
）
は「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

（
煙
突
）測
定
結
果

（
☎
０
１
４
３

－

59

－

０
７
０
５
）

な
る
の
で
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
室
蘭
税

務
署（
☎
0
1
4
3

－

22

－

４
１
５
１
）

　
事
業
主
に
は
、
従
業
員
給
与
か

ら
住
民
税
を
特
別
徴
収（
天
引
き
）

し
、
従
業
員
の
居
住
す
る
市
町
村

に
納
税
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
と
も
に
、

特
別
徴
収
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は「
北
海
道　

住
民
税　

特

別
徴
収
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興
局

個
人
住
民
税（
町・
道
民
税
）

の「
特
別
徴
収（
給
与
天
引

き
）」
の
お
願
い

国
税
の
納
付
は
ｅ

－

T
a
x

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
税
の
納
付
に
は
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ

に
よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
が
便
利

で
す
。
令
和
６
年
４
月
か
ら
申
告

デ
ー
タ
送
信
に
合
わ
せ
て
口
座
引

き
落
と
し
に
よ
る
納
付
も
可
能
に

　暴風雪とは、雪を伴った強い風が吹くことで、雪が
風で巻き上げられるため、視界が真っ白になります。
また、吹きだまりが発生し、車の運転が大変危険で事
故の原因にもなります。

■外出中のとき
　視界不良で方向感覚がなくなり、自分の位置が分か
らなくなることがあります。その場合は、建物の中の
安全な場所に移動して天気の回復を待ちましょう。ま
た、歩行中は風で飛ばされてくる物に注意しましょう。
■家にいるとき
　FF式暖房機などの給排気口が吹きだまりでふさがれ
ると、一酸化炭素中毒を起こす危険があります。給排
気口がふさがれていないか確認し、出入口を確保する
ため、吹きだまりの状況を見て除雪しましょう。
■車を運転しているとき

　北海道では、これから本格的な冬を迎え、暴風雪が
発生しやすい季節となります。今月号では、もしも暴
風雪に遭遇してしまったときの対策について、いくつ
かのポイントを紹介します。

　暴風雪で視界が悪くなったときの運転は大変危険で
す。最寄りの道の駅やお店などで天気の回復を待ち、
気象情報や道路情報を確認しましょう。また、途中で
立ち往生してしまった場合は、追突されないようにハ
ザードランプを点滅させ、停止表示板を置き、JAF な
どのロードサービスやお店、人家などに救助を求めま
しょう。
　車内で救助を待つ場合、一酸化炭素中毒を防ぐため
原則エンジンは停止し、防寒着や毛布などで体温の低
下を防ぎましょう。防寒などでやむを得ずエンジンを
かけるときは、排気管の周辺を確実に除雪しましょう。

納
税
課（
☎
0
1
4
3

－

24

－

9
5
8
6
）
／
洞
爺
湖
町
役
場

住
民
税
務
課
課
税
係（
☎
74

－

3
0
0
３
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住

所
な
ど
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場

合
、
更
新
案
内
が
届
か
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
速
や
か
に
変
更

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
更
新
対
象
者　
平
成
30
年
度
に

責
任
技
術
者
試
験
に
合
格
し
た
人

ま
た
は
資
格
登
録
更
新
を
行
っ
た

人
で
、
登
録
期
間
が
令
和
６
年
３

月
31
日
で
満
了
す
る
人

■
更
新
手
数
料

7
千
円

■
受
付
期
間　
令
和
６
年
１
月
９

日（
火
）～
１
月
15
日（
月
）８
時
45

分
～
17
時
30
分
※
土
・
日
曜
日
は

除
く

■
問
合
せ　
上
下
水
道
課（
☎
74

－

3
0
0
8
）

お知らせ
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お知らせ

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

<

寄
付
物
品>

▽
横
山
信
子
さ
ん（
温
８
区
）

▽
北
野
由
美
子
さ
ん（
温
２
区
）

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故松浦榮子さん
■８月５日死去■93歳■遺族は昇さん■入３区

故小熊政幸さん
■10月18日死去■86歳■遺族は達也さん■入４区

故遠藤訓正さん
■10月20日死去■78歳■遺族はまり子さん■入４区

10月20日から11月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

添
い
猫
と
日
溜
り
追
い
し
小
春
か
な

　
　
亀
倉
千
鶴
子
　
　
　
　

七
五
三
壁
に
飾
ら
れ
祖
母
の
家

　
川
上
智
恵
　
　
　
　

淡
々
と
過
ご
す
術
知
る
小
六
月

　
　
　
　
　
千
葉
征
子
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
11
月
定
例
会

「
お
暇
を
」と
言
ふ
て
逝
き
た
し
小
春
空

佐
藤
美
風

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
12
月
21
日（
木
）

②
令
和
６
年
１
月
18
日（
木
）13
時

30
分
～
15
時

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場

■
担
　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
事
務
所
）②
高
村
真

人
弁
護
士（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務

所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係（
☎
74－

3
0
0
２
）

故小林春男さん
■10月26日死去■76歳■遺族はちあきさん■青２区

故畠山ハツノさん
■10月26日死去■83歳■遺族は政幸さん■入４区

故森真紀さん
■10月21日死去■74歳■遺族は誠治さん■三豊

川
上
由
起
子
さ
ん

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

伊
達
地
区
保
護
司
会
の
保
護

司
、
川
上
由
起
子
さ
ん（
虻
６
区
）

が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
川
上
さ
ん
は
、
２
０
０
３
年

６
月
か
ら
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て

保
護
司
と
し
て
活
動
中
。
長
年
の

活
動
が
認
め
ら
れ
、
札
幌
で
10

月
に
行
わ
れ
た
北
海
道
・
道
央
ブ

ロ
ッ
ク
更
生
保
護
研
究
大
会
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
６
日
に
は
下
道
町
長
に
受

賞
を
報
告
し「
人
の
役
に
立
ち
た

く
て
続
け
て
き
た
の
で
大
変
光
栄

で
す
。
今

後
も
緊
張

感
を
も
っ

漂
ふ
て
を
る
は
私
と
雪
婆

　
　
長
曾
我
部
弓
子
　
　
　
　

コ
ス
モ
ス
に
風
を
残
し
て
バ
ス
通
過

　
　
　
　
　
矢
野
知
子
　
　

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に

向
け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で

す
。
そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で

す
。

■
日
　
時　
令
和
６
年
１
月
11
日

（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対
　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内
　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　

む
ろ
ら
ん
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
１
４
３

－

50

－
６
１
８
６
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

故永屋久祐さん
■10月31日死去■93歳■遺族は千恵子さん■入１区

故皆川繁さん
■11月７日死去■70歳■遺族は貴美子さん■青２区

故宮田廣志さん
■10月29日死去■84歳■遺族は圭子さん■洞第５

故佐々木トキさん
■11月10日死去■95歳■遺族は匠さん■入１区

故門明マツノさん
■11月16日死去■87歳■遺族は哲也さん■虻６区

故佐藤トシ子さん
■11月８日死去■85歳■遺族は実さん■虻３区

▽
下
妻
未
乃
さ
ん（
温
３
区
）

▽
亀
田
信
子
さ
ん（
温
１
区
）

▽
佐
藤
は
る
子
さ
ん（
虻
１
区
）

▽
安
富
隆
吉
さ
ん

▽
佐
藤
艶
子
さ
ん（
虻
７
区
）

▽
藤
兼
金
物
店

▽
か
っ
こ
う
ク
ラ
ブ

▽
ふ
る
さ
と
の
丘
総
合
福
祉
館

▽
と
う
や
文
化
協
会

て
頑
張
り

ま
す
」
と

喜
び
を
語

り
ま
し

た
。
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第２回のテーマは第２回のテーマは
「脱炭素」についてです！「脱炭素」についてです！

　　炭素」とは、地球温暖化の原因となる代表的な温室効
　　果ガスである二酸化炭素の排出量をゼロにしようとい
う取り組みのことです。また、二酸化炭素排出が実質ゼロ
になった社会のことを「脱炭素社会」といいます。
　日本においては、2020年10月に当時の菅儀偉内閣総理

大臣が「2050年までに温室効果ガスの排出を全体として
ゼロにする。すなわち2050年カーボンニュートラル、脱
炭素社会の実現を目指す」と所信表明演説の中で述べまし
た。

　　球温暖化による気候変動が懸念される中で「脱炭
　　素」という言葉を耳にする機会が増えてきました。
　ニュースでよく耳にしますが、何を指す言葉なのか、
一体何のことなのか簡単にわかりやすく説明します。

地

「脱

ど

みんなで目指そう！みんなで目指そう！
洞爺湖町の脱炭素社会洞爺湖町の脱炭素社会

■問合せ　産業振興課ゼロカーボン推進係（☎74-3005）

次回のテーマは、「私たちにできる対策」
についてです

次回に続く！

「脱炭素」とは？

「脱炭素」を目指して
　　うして、今世界中で脱炭素に向けた取り組みが行われ
　　ているのでしょうか。大きな理由として「地球温暖
化による気候変動」、「化石燃料の資源がなくなるため」の
２点が挙げられています。
① 「地球温暖化による気候変動」
　18世紀の産業革命以降、石炭や石油などの化石燃料を
大量に燃やすようになったことで、人類の二酸化炭素排出
量は急激に増加しました。二酸化炭素は地表の熱が宇宙に
逃げることを妨ぐ「温室効果」という働きを持っています。
そのため、大気中の二酸化炭素が増えることで、地球温暖
化が加速しているものと考えられています。
　地球の温度が上昇すると、海面上昇や酸性化、洪水や干

ばつなど、自然環境や私たちの生活にも大きな影響をもた
らすといわれています。地球温暖化の対策を講じることは、
人類の急務ともいえます。
② 「化石燃料の資源がなくなるため」
　人類が経済活動に使用しているエネルギー資源は、石
炭、石油のほか、天然ガス、原子力発電の燃料であるウラ
ンなどがあります。私たちの生活に欠かせないこれらの化
石資源ですが、実は、近い将来に枯渇すると予測されてい
ます。2019年時点で、石油と天然ガスは50年、ウランは
115年、石炭は132年が寿命と考えられています。このこ
とから、化石燃料に代わるエネルギー資源の確保が急がれ
ています。

　脱炭素は、近年世界中の国々で行われている取り組みで、
もちろん日本も例外ではありません。日本は現在、年間
で12億トンを超える温室効果ガスを排出しており、2050
年までにこれをゼロにすることを目標としています。また、
これらの温室効果ガスの6割は、日常生活から排出されて
いるという分析もあります。国や企業だけが取り組むべき
問題ではなく、私たち一人ひとりの意識改革が必要となっ
てきます。
　大がかりな取り組みでなくても、プラスチック製品を使

わないといった小さな取り組みでも十分です。脱炭素の実
現に向けて、日頃のライフスタイルの見直しから始めてみ
ませんか。



さわやかだより

問合せ問合せ　健康福祉課（☎ 76-4006）　健康福祉課（☎ 76-4006）
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色々な脳の病気により、脳の神経細
胞の働きが徐々に低下し、認知機能
（記憶、判断力など）が低下して、日
常生活に支障をきたした状態です。
　洞爺湖町の要介護認定を受けてい
る高齢者のうち、24.7％の人が認知
症が原因で介護が必要な状態となっ
ています（令和 4年度の数値）。

コグニサイズコグニサイズ
で認知症予防！

◆相談窓口　　地域包括支援センター（☎ 76-4822）／役場介護高齢課（☎ 74-3001）
　高齢者の介護・健康・福祉に関する総合相談窓口です。
　介護保険サービスを利用するための介護認定について相談することも可能です。ぜひご利用ください。

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

体験したこと 一部を忘れる　
例）朝ごはんのメニュー

全てを忘れている
例）朝ごはんを食べたこと自体

もの忘れの自覚 ある ない
日常生活への支障 ない ある

症状の進行 きわめて徐々に進行する 進行する

予防には…？
　認知症はおよそ 65％が未知の要因や遺伝子によって
発症すると言われており、原因はまだはっきりしていな
い点があります。しかし、残りの 35％は気をつければ発
症を防ぐことのできる変更可能な要因とされています。
　変更可能な要因は各年代により異なり、若年期では教
育不足、中年期では難聴や高血圧、肥満、高齢期では喫
煙や糖尿病、運動不足といった生活習慣に関連したこと

だけでなく、うつ病や社会的孤立が要因として考えられ
ています。
　特に、運動不足はアルツハイマー病の予防に大きく関
係していると言われており、①特別な時間を取って実施
する運動（ウォーキングや筋トレなど）と②日常生活の
中で実施する活動（家事など）をバランスよく取組むこ
とが重要です。

「コグニサイズ」で認知症を予防しましょう！
　運動と頭を使う認知課題を組み合わせた認知症予防を目的とした取り組みです。

コグニウォークコグニウォーク
（ウォーキング+しりとり／計算）（ウォーキング+しりとり／計算）

★上半身を起こす　　　　　★腹筋はしめておく
★手はしっかり後ろに振る　★かかとから足を下ろす
★しっかり蹴りだす

１～８まで数えながらその場で足踏み１～８まで数えながらその場で足踏み
+２歩目・５歩目は足を外に出す+２歩目・５歩目は足を外に出す

声に出しながら数えて
足踏み！
3 や 7 の倍数で拍手
をするとより難しくな
ります。皆さんで工夫
しながら実施しましょ
う！

ペアでしりとりや計
算をしながら行うと
より楽しんで実施で
きます。

「加齢によるもの忘れ」と「認知症によるもの忘れ」の違い（一例）認知症とは…

＜効果＞
①体に中強度の負荷（軽く息が上がる程度）をかけながら動かすことで、高血圧症や脂質異常症などの生活習慣や脳
血管疾患による認知症を予防できる。
②運動が脳の神経を成長させる物質を増やし、アルツハイマー病の原因となるアミロイドが脳に溜まるスピードを
遅くするため、アルツハイマー病を予防または進行を遅くすることができる。

＜目的＞
　運動で体の健康を促すと同時に、脳の活動を活発にする機会を増やし、認知症の発症を遅延させることです。コ
グニサイズの課題自体が上手くなることではありません。課題が上手くできるということは、脳への負担が少ない
ことを意味します。課題に慣れ始めたら、工夫しながら内容を変えましょう。「課題を考えること」も大切な課題です。

PointPoint

①②

③④

⑤⑥

⑦⑧



あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 20分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎76-2100＜あぶた読書の家＞）
［時間］10時～ 15時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　 ［休館日］なし

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
焼
け
野
の
雉
（
梶

よ
う
子
）▽
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー（
奥

田
英
朗
）
▽
ヨ
モ
ツ
イ
ク
サ
（
知

念
実
希
人
）
▽
奔
れ
、空
也
空
也

十
番
勝
負
（
十
）（
佐
伯
泰
英
）
▽

猪
牙
の
娘
柳
橋
の
桜
（
一
）（
佐

伯
泰
英
）▽
い
つ
ま
で（
畠
中
恵
）

▽
ジ
ウ
Ｘ
（
誉
田
哲
也
）
▽
雫
の

街（
乃
南
ア
サ
）▽
は
ー
ば
ー
ら
い

と
（
吉
本
ば
な
な
）
▽
夜
果
つ
る

と
こ
ろ
（
恩
田
陸
）
▽
心
眼
（
相

場
英
雄
）

＜

児
童
書＞

▽
オ
イ
モ
は
と
き
ど

き
い
な
く
な
る
（
田
中
哲
弥
）
▽

か
す
み
川
の
人
魚
（
長
谷
川
ま
り

る
）
▽
か
み
さ
ま
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
か
み
さ
ま
、合
宿
へ
！
（
廣

嶋
玲
子
）
▽
ガ
リ
レ
オ
ｖ
ｓ
メ
タ

ル
の
魔
術
師（
東
野
圭
吾
）▽
か
い

け
つ
ゾ
ロ
リ
い
き
な
り
王
さ
ま

に
な
る
？
（
原
ゆ
た
か
）
▽
ノ
ラ

ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ま
だ
ま
だ
さ
が

し
え
ブ
ッ
ク
（
工
藤
ノ
リ
コ
）
▽

と
も
だ
ち
は
マ
ー
メ
イ
ド
（
ブ
ラ

イ
オ
ニ
ー
・
メ
イ
・
ス
ミ
ス
）
▽

き
ょ
う
り
ゅ
う
ゆ
う
え
ん
ち
（
や

ま
し
た
こ
う
へ
い
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
あ
な
た
が
誰
か
を

殺
し
た
（
東
野
圭
吾
）
▽
ス
ト
ロ

ベ
リ
ー
ム
ー
ン
（
芥
川
な
お
）
▽

お
と
な
体
験
授
業
？
（
な
か
が
わ

ち
ひ
ろ
）

＜
児
童
書＞

▽
冒
険
の
書
Ａ
Ｉ
時

代
の
ア
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
孫
泰
蔵
）

▽
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
ほ
っ
か
ほ
っ

カ
ー
（
柴
田
ケ
イ
コ
）
▽
ぬ
ま
の

１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え（
い
わ
い

と
し
お
）▽
き
み
の
そ
ば
に
い
る
よ

（
い
ぬ
い
さ
え
こ
）
▽
ぜ
っ
た
い
に

あ
け
ち
ゃ
ダ
メ
？
ラ
リ
ー
の
ク
リ

ス
マ
ス
（
ビ
ル
・
コ
ッ
タ
ー
）
▽

お
せ
ち
の
み
ん
な
あ
つ
ま
っ
て
！

（
真
珠
ま
り
こ
）
▽
ゆ
き
っ
て
な
あ

に
？
（
ユ
ー
ヴ
ァ
ル
・
ソ
マ
ー
）

うまれてくるよ海のなか
高久至

絵本の玉手箱　12 月のおはなし会
■日　時　①12月11日(月)、25日(月)10
時～ 11 時 30 分② 12 月 15 日（金）14 時
～ 15時 30分
■場　所 ①あぶた母と子の館②あぶた読
書の家
キッズタイムクリスマスバージョン
■ 日 時　12 月 16 日 (土)10 時～ 11 時
30分
■場　所 あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）

　
　
力
隊
と
し
て
洞
爺
湖
町
に

　
　
移
住
し
て
か
ら
半
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
最
初
は
町
の
皆

様
や
、
業
務
に
馴
染
め
る
か
多

少
不
安
な
部
分
が
あ
り
ま
し
た

が
、
あ
た
た
か
く
迎
え
て
い
た

だ
き
毎
日
楽
し
く
生
活
し
て
お

り
ま
す
。「
こ
ん
に
ち
は
」と
挨

拶
出
来
る
方
々
が
日
に
日
に
増

え
て
い
る
事
も
、
と
て
も
嬉
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
着
任
後
の
５
月
の
洞
爺
湖
マ

ラ
ソ
ン
に
始
ま
り
、
洞
爺
夏
ま

つ
り
、
に
ぎ
わ
い
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
手
伝
い
と
し
て

参
加
し
、
様
々
な
方
と
交
流
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
側
と
い
う
立

場
を
経
験
し
た
事
で
、
運
営
側

の
大
変
さ
を
身
を
も
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
、
多
く
の
方
々
と
交
流
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
勤
務
す
る「
と
う
や
水

の
駅
」
で
は
、
９
月
か
ら
財
田

米
の
新
米
が
入
荷
し
ま
し
た
。

例
年
よ
り
も
好
調
な
売
れ
行
き

で
、
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
も
財

田
米
の
新
米
を
食
べ
て
み
ま
し

た
が
、
お
米
に
甘
み
や
粘
り
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
食
べ
て
き
た

お
米
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し

た
。
お
客
様
に
も
味
の
感
想
を

交
え
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
に

財
田
米
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
接
客

販
売
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

11
月
よ
り
新
し
い
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
着
任
し
、様
々
な
形

で
皆
様
と
お
会
い
す
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の

協
力
隊
通
信
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
報
告
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

協

18広報とうやこ　2023年12月広報とうやこ　2023年12月

　だいじな、だいじな卵をまもる海の
おとうさん、おかあさん。卵のそばで
おせわしたり、見つからないようにか
くしたり、あかちゃんが生まれてくる
までがんばります。卵をまもる海の生
きものたちのいっしょうけんめいなす
がたを知ってほしいな。（あぶた読書の
家所蔵）

今月の
１冊

今月の
リポーター
成田譲さん成田譲さん

　12 月 16 日 (土)10 時～ 11 時

vol.67

から家書読 の



組合債

諸収入

繰越金

繰入金

財産収入

道支出金

使用料および手数料

歳入合計
14 億 2019 万 7 千円14 億 2019 万 7 千円

統
一
標
語

『
火
を
消
し
て

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
』

年
末
年
始
も

火
災
に
注
意
！

消
防
だ
よ
り
119119

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

末
の
繁
忙
期
に
加
え
、
季
節

　
柄
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が

多
く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
と
な
り
ま
す
。
明
る
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
前
、
就
寝
前
は
も
う
一
度

火
の
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
寝
た
ば
こ
は
せ
ず
、
た
ば
こ
の

火
は
し
っ
か
り
と
消
し
ま
し
ょ
う

・
調
理
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
離

れ
る
と
き
は
火
を
消
し
ま
し
ょ
う

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
器
の

近
く
に
は
、
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

令和 4年度西胆振行政事務組合決算の概要をお知
らせします。
　歳入では、歳入グラフのとおり自主財源の消防・衛生
負担金が最も大きく、構成４市町の規模（人口割、財政
割）および均等割により負担率が決められています。

令和４年度西胆振行政事務組合決算概要

歳　入 1,420,197 ３．道支出金 12,474
１．消防・衛生負担金 1,291,699 ４．財産収入 2,320
（内訳）伊 達 市 653,982 ５．繰入金 0

洞爺湖町 309,991 ６．繰越金 88,610
豊 浦 町 177,048 ７．諸収入 24,434
壮 瞥 町 150,678 ８．組合債 0

２．使用料及び手数料 660

歳　出 1,338,911
１．議会費 376
２．監査委員費 123
３．消防費 268,155
４．衛生費 37,384
５．給与費 998,645
６．公債費 34,228

単位：千円

歳出合計歳出合計
13 億 3891 万 1 千円13 億 3891 万 1 千円

消防・衛生負担金消防・衛生負担金
90.95％90.95％

道支出金道支出金
0.88％0.88％

財産収入
0.16％ 公債費

2.56％

議会費
0.03％

消防費消防費
20.03％20.03％

年
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諸収入
1.72％

衛生費衛生費
2.79％2.79％

　歳出では、歳出グラフのとおり給与費と消防費（主
に消防本部、消防署（支署）の活動経費）が大きく、
令和 4年度は洞爺湖救急車を更新しました。
　また、令和３年４月１日から伊達火葬場の運用が
開始されました。

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
火
災
出
動
し

た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。︻
災

害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
1
4
2

－

23－

7
1
7
1
︼
間
違
い
の
な

い
よ
う
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

の
お
知
ら
せ

給与費給与費
74.58％74.58％

監査委員費監査委員費
０.01％０.01％

緊
急
車
両
運
転
時
の

サ
ン
グ
ラ
ス
装
着
に
つ
い
て

　

緊
急
車
両
を
運
転
す
る
際
に
、

日
差
し
な
ど
太
陽
光
を
直
接
目
に

受
け
る
こ
と
で
前
方
が
見
え
に
く

く
な
り
、
緊
急
走
行
に
お
け
る
安

全
運
転
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
事
故
防
止
対
策
の
観

点
か
ら
、
緊
急
車
両
を
運
転
す
る

際
に
サ
ン
グ
ラ
ス
を
装
着
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

繰越金繰越金
6.24％6.24％

詳細：西胆振行政事務組合消防本部総務課（☎ 0142-21-5000）

使用料及び使用料及び
手数料手数料
0.05％0.05％
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　11 月 5日（日）のジオパーク講座では、豊浦
町の見どころの一つである礼文華の海岸で、清掃
活動を行ったあと、漁港でホタテ養殖について学
び、大地の特徴と恵みにふれました。
　礼文華の文学碑公園周辺は、海岸沿いに巨大な
岩が連なる景観美と、海底火山の歴史、そしてこ
の風景を愛した文学者たちの句碑を楽しめる場所
です。
　この日の清掃では、海から打ち上げられたと思
われるペットボトルやプラスチックケース、発泡
スチロール、外国語表記のゴミなど、合せて約 40

袋のゴミを拾いました。
　その後、漁港まで移動し、豊浦町で行われてい
るホタテの養殖について学びました。ホタテ貝の
実物とともに、採卵用の網や耳釣り用のロープ、
選別のための機械を見学。ホタテを美味しく、大
きく育てるための手間と工夫に、参加者からは感
嘆の声が上がっていました。
　ジオパーク推進協議会では、今後も様々な角度
から、この地域について学べる機会を作っていく
予定です。

ジオパーク講座

　噴火湾は、縄文時代の人々にとっても恵み豊かな海でした。比較的波が
穏やかなこと、幅広い種類の生物が生きられる、砂地や岩場などの多様な
環境がそろっているためです。
　高砂貝塚からは、タマキビ、ホタテ、アサリなどが見つかっています。
貝類の中でも栄養豊富なホタテやアサリは、貴重な食料だったでしょう。
　また、約 2800年前の乳児のお墓では、顔を覆うようにして直径 10cm
程の大きなホタテ貝が供えられていました。食料としてのほかにも、大切
な意味があったのかもしれません。

縄文時代も貴重だった？噴火湾のホタテ縄文時代も貴重だった？噴火湾のホタテ

　洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会では、ジオ
パークの見どころや楽しみを知る機会として、「ジ
オパーク講座」を開催しています。

「豊浦の海岸でジオパーク！」
実施実施

プラスチックのゴミがプラスチックのゴミが
多かったようです多かったようです

トラック1 台分のゴミを拾いましたトラック1 台分のゴミを拾いました

ホタテの生態について学ぶ参加者ホタテの生態について学ぶ参加者

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産

English ver

Jomon Prehistoric Sites 
in Northern Japan

■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室
　　　　　（☎ 82-3663）　　　　　（☎ 82-3663）



12月22日（金）
～ 25日（月） 時計づくり

26 日（火）
脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

28日（木）
脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

1月6日（土）
～ 8日（月） 時計づくり

7 日（日） 洞爺湖町二十歳のつどい

9 日（火）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

脳トレサロン
10：00～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

10日（水）

保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

げんきクラブ
13：30～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

11日（木）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

げんきクラブ
13：30～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜さわやか＞）

12日（金）
～14日（日） 時計づくり

12 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

15日（月）
第７回認知症サポートセンター養成講座
13：00～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

16日（火）
脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

17日（水）
保育所開放
10：00～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

18日（木）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

幼児健診
12：30～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

コグニの集い
13：30～ 14：30
洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

洞爺湖町二十歳のつどい開催
　洞爺湖町二十歳のつどいを開催します。
　10月 1日現在で洞爺湖町に住所がある人は、案
内を送付しています。
　参加対象となる人で、町外に居住し、町外に住所
がある人は社会教育課まで連絡ください。
■日　時　令和 6年 1月 7日（日）受付 14時～、
式典 14時 30分～、記念撮影 15時 15分～
■場　所　洞爺湖町役場防災研修ホール
■対象者　平成 15年 4月 2日～平成 16年 4月 1
日までに生まれた洞爺湖町出身者、または現在洞爺
湖町に居住している人
■問合せ　教育委員会社会教育課（☎ 74-3010）

19日（金）
保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

23日（火）
脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

24日（水）
保育所開放
10：00～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

25日（木）

乳がん・子宮がん検診
8：30～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

26日（金）

乳がん・子宮がん検診
8：30～
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜さわやか＞）

保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

時
所
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時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

時計づくり
洞爺湖周辺で採取した木の実・落ち葉やボタン・折

り紙などの材料を使ってオリジナル時計を作ります。
■開催日　12 月 22 日（金）～ 25 日（月）、令和 6
年1月6日（土）～8日（月）、令和6年1月12日（金）
～ 14日（日）
■受付時間　9 時 30 分～ 11 時、14 時 30 分～
16時
■場　所　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館 1
階レクチャールーム
■対　象　全年齢
■定　員　なし
■参加料　１つ 500円
■持ち物　なし
■予　約　不要
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎
75-2555）担当：久保田※年末年始は休館のため
お電話つながりません

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所
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育
所
の
ホ
ー
ル
で
元
気
に
は

　
　
し
ゃ
ぎ
回
る
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い
た
の
は
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
で
今
夏
開
設

し
た
「
こ
と
ば
と
発
達
の
相
談
室

ゆ
か
る
」
の
言
語
聴
覚
士
、
梶
原

瑞
穂
さ
ん
。
明
る
い
声
に
耳
を
傾

け
、
一
緒
に
過
ご
す
遊
び
の
時
間

を
大
切
に
し
な
が
ら
成
長
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
か
ら
子
ど
も
の
力
に

な
れ
る
仕
事
に
就
く
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
し
た
。
就
職
し
て
小

児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
て
い

スポットライト

Spotlight

東奔西走

た
頃
、
言
語
聴
覚
士
の
仕
事
を

知
っ
て
転
身
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
言
語
聴
覚
士
は
、
言
葉
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
言
語
の

発
達
を
促
し
た
り
、
発
話
な
ど
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
専

門
職
。
梶
原
さ
ん
は
10
年
ほ
ど
前

に
専
門
学
校
で
資
格
を
取
得
し
、

道
内
外
の
病
院
な
ど
で
経
験
を
積

ん
で
４
年
前
、
洞
爺
湖
町
に
移
住

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休

止
を
挟
ん
だ
後
、
幼
児
健
診
や
、

ゆ
か
る
の
前
身
と
な
る
相
談
室
で

活
動
し
ま
し
た
。　

　
ゆ
か
る
で
は
相
談
の
応
対
に
加

え
、
保
育
所
な
ど
に
も
自
ら
足
を

運
び
ま
す
。
子
ど
も
の
発
達
の
度

合
い
に
応
じ
、
言
葉
を
引
き
出
し

て
成
長
に
つ
な
げ
る
の
が
主
な
役

目
。
信
頼
関
係
の
構
築
が
重
要
で

す
が
、
そ
の
た
め
の
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
遊
ぶ

こ
と
で
す
。

　
ゆ
か
る
に
は
様
々
な
個
性
を
も

つ
子
ど
も
が
訪
れ
る
た
め
、
遊
び

の
中
で
相
手
に
合
っ
た
声
掛
け
を

考
え
、
信
頼
に
つ
な
が
る
会
話

を
重
ね
ま
す
。「
子
ど
も
の
方
か

ら
﹃
入
っ
て
き
て
も
い
い
よ
﹄
と

心
を
開
い
て
く
れ
る
こ
と
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
成
長
を

見
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
ゆ
か
る
の
名
称
の
元
に
な
っ
た

言
葉
は「
縁
」（
ゆ
か
り
）。
育
児
に

ま
つ
わ
る
悩
み
を
抱
え
る
人
も
少

な
く
な
い
昨
今
「
話
し
て
よ
か
っ

た
、
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と

考
案
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
へ
の

想
い
が
こ
も
っ
た
言
葉
が
、
確
か

な
縁
を
つ
む
い
で
い
ま
す
。

profi le
昭和 58 年１月生まれ。札幌
出身。虻田地区在住。好きな
ものは児童文学。

言語聴覚士

梶原　瑞穂さん

保

　　年の広報とうやこは、町民の皆さんの声をもっと届けよう
　　と「Spotlight」の掲載を昨年より増やしました。仕事や活動に
かける熱意をたくさん聞くことができ、私も勉強になりました。新
年も取材を通して素敵な出会いがあればと願っています。（Ｄ.Ｙ）
　　023 年も残りわずかとなりました。今年はイベントの本格
　　開催が復活するなど、コロナ禍以前のにぎわいが戻りつつ
あった１年になったのではないでしょうか。来年はさらに洞爺湖
町の活気が溢れる１年になるよう、願っています。（Ｙ .Ａ）

今

２

子
ど
も
と
過
ご
す
遊
び
の
時
間

言
葉
を
引
き
出
す
縁
を
つ
む
ぐ

虻田吹奏楽団の定期演奏会虻田吹奏楽団の定期演奏会

ワンショット今月の

ことばと発達の相談室 ゆかる


